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【はじめに】 
 この度、令和 4 年 8 ⽉ 12-14 ⽇に広島県⽴総合体育館（グリーンアリーナ）
で開催された、第 46 回全関⻄ミニバスケットボール⼤会において医務班として
活動する機会を得たので報告します。 
 
【⼤会の概要】 
主催：⼀般社団法⼈ 広島県バスケットボール協会 
参加チーム：男⼦ 24 チーム、⼥⼦ 24 チーム 
期⽇：令和 4 年 8 ⽉ 12 ⽇（⾦） 開会式・予選リーグ 
       ! 8 ⽉ 13 ⽇（⼟） 順位別リーグ戦 
       ! ! !8 ⽉ 14 ⽇（⽇） 順位別リーグ・決勝リーグ・表彰式・閉会式 
 
【参加スタッフ】 
広島⼤学⼤学院医系科学研究科 スポーツリハビリテーション学研究室 
8 ⽉ 12 ⽇（⾦）：⽥城 翼、堤 省吾、河井美樹、尾上仁志 
8 ⽉ 13 ⽇（⼟）：堤 省吾、⽔⽥良実、⼩⽥さくら、尾上仁志 
8 ⽉ 14 ⽇（⽇）：⽯原萌⾹、⽥村裕樹、⽯⽥礼乃、尾上仁志 
 
【感染対策】 
下記感染対策を徹底し、対応した。 
・参加スタッフの体調チェック 
・医務室内の換気 
・対応スタッフのマスクの着⽤ 
・3 密の回避 
・選⼿対応ごとに⼿指消毒、ベッドのアルコール消毒を実施 
 
  



【事前準備】 
①! 申し送りシートを作成 

⽇程によって対応スタッフが異なるため、個⼈情報の把握や対応内容を円滑
に⾏えるようカルテを作成し、現病歴や対応内容、翌⽇も医務室に来室するかな
!の情報を円滑に⾏えるように "めました。  
# 1：申し送りシートの記$%  

 
& ! 応'()の準備  
スポーツ*+で,も-い.関/01に備え、 2 34ッドを⼩学5 ⽤に作成し 

準備しました。 
 

施⾏したテーピング内容の記載 



 
【活動報告】 
①! 医務室での対応67  
 
 

 
 
 
 
& ! 学年別での対応67  
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9）  :位別の対応67  
 

 ⼤会の 2 ⽇;、 3 ⽇;にか<て対応67が=加していく>?に @りました。ま
た、A学年選⼿のB⽤CDがAく予EFGHからもI要な情報で@ると感じま
した。 

J⼤会 では、.:に対応する67が,も-く、.関/01の予Eに対するテー
KングLMが -く@りました。 ⼤会 2 ⽇;や 3 ⽇;にか<て下NOPQに対す
るストRッチやテーKング を対応する67が=加する>?に@り、S戦のTU

がVW されたました。 
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Z ）⼤会[に\5した ']*+ の内^  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 J⼤会[に\5した']*+の内^を#に _します 。.関/内`01 aい が
,も-く、 4 6全てがbcに\5して いました。d+機eは、fgンh着iの
jにk⼿の.にlったケースが 1 6、fgンh着imにnoしたケースが 2
6、選⼿pqのrsによりd+したケースが 1 6で した。医務室にてアtシン
グとuv、wxを⾏い翌⽇Cyのz{を⾏いました。  

|に選⼿pqのrsによるY関/や⼤N:の}~ の\5 が-く@りました。
アtシングとuvの()を⾏い、翌⽇にCyのz{を⾏いました。  

指の•€aいの選⼿に関しては、テーKングでwxを⾏い ⼤会J:とS•し
て医‚機関ƒd„していた…†ました。  
 
【医務班の`省H 】 
 ⼈‡にˆいては、‰回 4 Š体‹で ⾏いました。医務室をpmB⽤する選⼿の
⼈7 は、J⼤会では 3 Šで した。しかし、Œ合[に\5した*+に対して、コー
トに•Žれることも@り‰回の⼈‡で••対応 で†たと‘います 。‰’は、⼤会
の“”やŒ合7に応じて⼈‡を決xしていく•要]が@ると–え ています。 
 ‰回は、医務室で!のような対応が—˜なのか、事前に⼤会cƒ™えておくこ
とでスムースな医務室š›がで†たのではないかと感じ ました。また、選⼿やœ

•žのŸ.度を‰’は調 して、より良い活動を¡¢で†るよう"めたいと‘

います。 
 
 

⾜ 膝 ⼤腿部 ⼿指

4 件 

3 件 

2 件 

1 件 急性外傷の内訳 

・!⾜関節内反捻挫の疑い 

・!膝関節打撲の疑い 

・!⼤腿部打撲の疑い 

・!⼩指 PIP 関節脱⾅の疑い 



【医務班の活動でよかったH】  
申し送りシートを作成しておことで、!ういった£Cの選⼿が来室し 、翌⽇も

医務室に来室するか!うかな! がスムースに⾏うことがで†ました 。また、.関
/01が\5したjにも、応'()の¤¥を事前に準備しておくことでm¦を
か<ることなく対応 することが—˜でした 。また、指の•€がa§れた選⼿の対
応にˆいては、⼤会J:とS•して円滑に病院d„まで⾏えた ことは、医務班と
して¨©に良かったHで した。 
 
【‰’ の対応にˆいて】  
 ‰回の活動で良かったHや`省Hをスタッフとª«し、 ‰’¬たな LMが@

れŽ対応で†るよう準備して お†ます 。また、*+や®予EのGHからは ¯°

期でも.関/01が']*+ や±²歴でd+しているケースが-く 、³た´ も
予Eに対するI要] をµ{¶で† ました。pmに、̄°期から*+や®の予E

に·り¸¹でいく•要]が@るのではないかと感じ ました。‰’は 、º»¼カル
チェックな! を⾏い、¯°期のmから予EのGHをも´‰’の½い¾¿⼈5に
°しでもÀになりたいと ‘いました。  
 
 
 
【ÁÂに関するSÃÄ】  
尾上 仁志 
Å-ÆÇÈÉÊ ËÇÌÍËÎÈ-ÍÏÍÐÑÒÎÈÓÍËÎÈÆÇ-ÐÔÇÕÔÖ× 
ØÅÙ Ê Ú8Ú-1ÛÛ1-8Ú62 
広島⼤学⼤学院医系科学研究科 スポーツリハビリテーション学研究室 


